
【事業概要】 “スマート納品”を活用した高付加価値で効率的な輸送の実現

特徴

実施事業者

佐川急便株式会社 /   ＳＧフィルダー株式会社

事業内容

効果
○CO２排出削減量 3,206ｔ-CO2/年（66％削減）
○ドライバー運転時間省力化 3,675時間/年（93％削減）

○発地側での事前仕分け（スマート納品）を活用した
鉄道貨物輸送へのモーダルシフト

関西地区から千葉県へのアパレル・雑貨品のトラック輸送について、納品物の事前仕分け
（スマート納品）の拠点を変更することで鉄道輸送へのモーダルシフトを可能とすること等に
より、高付加価値で効率的且つ環境負荷の低い輸送を実施する。
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関西：44台/日（路線運行）
中京：23台/日（路線運行）
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埼玉県下中継センターへ直送することにより、
二次転送用の大型車５台/日を削減

トラックから鉄道輸送に転換

事前仕分け（スマート納品）する拠点
を変更したことにより鉄道輸送が実現

44台/日（路線運行）

関西：44台/日（路線運行）、中京：23台/日（路線運行）

１台/日

○荷受人に配送する荷物について、納品前にあらかじめ輸送事業者にお

いて、①希望する時間帯別、②ロケーション別等に仕分けを実施して納品

するサービス（佐川急便(株)の営業所等を利用）。

佐川急便営業所

（輸送事業者において事前にフロア毎に仕分けを実施）

（荷受人がフロア毎に仕分けを実施）

荷受人専用コード

（スマート納品商品仕分け用ラベル）

○事前仕分けを行うため荷主の協力を得て、仕分け用ラベルに荷受人専

用コード及びカテゴリーコードを印字。

事前仕分け（スマート納品）を実施

※ 東松山中継センターにおいて商品カテゴリー別仕分け（スマート納品）を実施

○納品物の事前仕分け拠点を変更したことで可能となった鉄道輸送へのモーダルシフト

○配送ルートの効率化により、省力化と環境負荷低減を実現

※ 東京貨物駅では、スマート納品の仕分けが困難

⇒ 事前に仕分けした貨物を鉄道用コンテナに積載することにより、東京貨

物駅から納品先へ直送が可能となり、モーダルシフトが実現


